
三菱商事株式会社

モビリティグループ

モビリティサービス本部

2024年11月

地域における

モビリティサービス事業への取り組み

「交通空白」解消・官民連携プラットフォーム 第１回会合資料



Property & Confidential 1

モビリティ事業の推進組織
2024年4月現在

地球環境エネルギーグループ

マテリアルソリューショングループ

モビリティグループ

社会インフラグループ

グループCEOオフィス

⾷品産業グループ

S.L.C.グループ

モビリティ管理部

コーポレートスタッフ部⾨

⾦属資源グループ

電力ソリューショングループ

自動車事業本部

自動車事業統括室

自動車インドネシア部

自動車アセアン・南西アジア部

自動車ユーラシア・米州部

いすゞ事業本部

戦略統括室

市場開発室

いすゞアセアン部

いすゞ豪州・欧州・米州部

いすゞインド・中東・アフリカ部

モビリティサービス本部

戦略企画室

モビリティリテイル事業部

タイヤ部

ｅモビリティソリューション本部

戦略企画室

ＥＶサプライチェーン事業部

蓄電・エネマネ事業部

ソリューション開発部

社⻑

次世代モビリティ事業開発部



Property & Confidential 2

モビリティ事業の取り組み経緯

• CASEの流れを受け2017年よりモビリティ事業の検討を開始。

• オンデマンバス、タクシー、自動運転などDXを通じた課題解決の取組に着手。

• EX(Energy Transformation)/DX（Digital Transformation） 一体推進による地域創生の実現に向けて
取組を加速。

2017
検討開始
CASEの流れを受け
モビリティ事業検討開始

2019
オンデマンドバス
西日本鉄道社とネクスト
モビリティ社設立
福岡県東区で
運行事業を開始

2020
タクシー
電脳交通社出資
タクシー分野で
連携を開始

2023
自動運転

アイサンテクノロジー社と
A-Drive社設立し
自動運転実装の取組推進

将来
電動化・海外展開
モビリティ電動化の実現
課題先進国日本で練り上げた
ソリューションを海外展開



モビリティサービスの取り組み

• オンデマンドバス、タクシー、自動運転の各分野で、事業会社を通じ事業展開

モビリティの取組 取組のアプローチ

オンデマンド
バス

自動運転 タクシー

課題解決にチャレンジ

• 交通分野で豊富な経験をお持ちの交通
事業者様、テクノロジーを持つスタート
アップ企業らとパートナーシップを組ませて
いただき課題に挑むアプローチ

• 得られた経験や知見を基に、全国に横
展開

• 各車両の電動化による脱炭素化推進
や将来的な海外展開の追求
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• 地域交通課題に取り組む自治体様と
連携させていただき、各地域毎に適した
形で課題解決にチャレンジ



モビリティサービス取り組み状況

• オンデマンドバス、タクシー、自動運転の各分野で、事業会社を通じ事業展開

モビリティの取組

オンデマンド
バス

自動運転

タクシー
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事業パートナー＆事業会社 取組状況

本資料でご紹介

電脳交通（株）
近藤社長様から
別途ご説明

自動運転実証実験

案件を推進中



オンデマンドバスの取組概要

AIを
活用

多様なニーズに合わせてサービス提供

公共交通インフラのDXを推進し、安心して暮らすことのできる持続可能なまちづくりに貢献

公共交通サービスの

改善

社会･環境課題の

改善

児童･高齢者の

安全向上

SDGsの目標達成に貢献

• 時刻表に基づく運行ではなく、移動したい人に合わせたオンデマンド移動を実現する
ソリューションを提供。移動はスマートフォンや電話で予約。

のるーとアプリ LINEアプリ

有人電話受付 自動音声受付

特定時間帯の定時
定路線型運行区間

特定利用者向け
送迎型運行サービス

フルデマンド運行区域
（Door to Door型 、乗降拠点型）
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オンデマンド交通の取組概要

コミバス転換、町内全域運行、福祉バス転換等、様々なパターンで導入実績

コミバス転換型

運行エリアMAP

特徴

利用者数

待ち時間

約100名/日 約170名/日 

約2〜3時間 約15〜20分 

運行エリアMAP

特徴

✓ 既に導入されていた全域の交通モード

の代替として、町内全域運行開始。

✓ 利便性向上による利用者増を実現。

✓ 高齢者のアプリ予約遷移も促している。

福祉バス転換型

特徴

運行エリアMAP

運行管理
車両整備

住民ドライバー

自家用有償旅客運送地域の
交通事業者

地域の交通事業者と
連携した取組を推進• 無償実証から開始し、有償化、段階的に運行エ

リア拡大。コミバス運行時よりも利用者増達成
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町内全域運行型
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オンデマンド交通の取組概要

北海道

青森

岩手

宮城

秋田

山形

福島

茨城

栃木

群馬

埼玉

千葉東京

神奈川

新潟

富山

石川

福井

山梨

長野

岐阜

静岡愛知

三重

滋賀京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

鳥取

島根県
岡山

広島

山口

徳島

香川

愛媛
高知福岡

佐賀

長崎

熊本

大分

宮崎

鹿児島

✓ 全国7０箇所以上

✓ 運行台数 約27０台

✓８万人/月 以上

    の移動をサポート

自主運行事業で培ったノウハウをもとに、

課題を抱える全国自治体様や

交通事業者様等へサービス展開中。
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• オンデマンド交通を基軸にした導入事例が全国的に拡大中



オンデマンド交通の取組概要
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AIオンデマンド交通の技術を活用した、民間送迎の効率化にも着目
公共交通との連携による地域輸送リソースの総動員・最適化への発展を目指す

地域公共交通のリ・デザインの加速化

病院

介護 空港送迎

地域交通

取り組み事例

今後の方向性

病院や介護、空港送迎に取り組みつつ、公共交通とも連携・混乗し
たサービスモデルへの発展を検討中

地域輸送リソースの連携・活用の促進

✓ 民間送迎で利用される自家用車両・空車タク
シーの地域交通での活用

✓ 複数分野における混乗、運行効率向上によ
る輸送リソースの低減

空港と市街地を結ぶ送迎
→運行業務負荷軽減、 
  利用者の利便性向上

通所介護送迎
→配車計画の自動化
による業務負荷低減
輸送効率の向上

病院患者送迎
→路線最適化によるコストダ
ウン（車両・乗務員）、乗降場
所多数設置により徒歩距離
短縮、利便性を向上

「地域の公共交通リ・デザイン連携・協働指針」を通
じて交通と各分野の連携・協働を促し実装を加速。

（出典：国土交通省 「地域活力の創生」 ）

運行最適化によるコスト削減

車両・乗務員リソース削減

業務精度の向上/負荷軽減

ユーザの利便性向上

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/infra/content/001743674.pdf
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弊社の今後の取り組みと
「交通空白」解消・官民連携プラットフォームへの期待

• 今後の取り組み：
「交通空白」を解消する究極的な手段は「オンデマンド ｘ 自動運転」となる   
可能性を意識しつつ、オンデマンドバス、自動運転、タクシーDXの各事業の
事業展開に取り組み、「交通空白」解消に貢献していく所存。

• 「交通空白」解消・官民プラットフォームへの期待：

➢ 「交通空白」課題を抱えられている自治体様と、ソリューション事業提供者
との活発なマッチングと立ち上げ段階における各種ご支援

➢ 法規制や制度の緩和・見直し等
    （例）

⚫ エリア一括協定制度（制度の柔軟性を高める見直し等）
⚫ 複数モーダル連携の後押し（補助や制度）
⚫ 車両用途に関する制限（緩和）
⚫ 日本版ライドシェア、公共ライドシェア制度の拡充・改善
    （制度の周知、導入への補助、応募要件の緩和等）
⚫ モビリティ電動化への更なる支援（購入補助、充電設備の大規模化）
⚫ 日本で構築したソリューションの海外展開への支援
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End of file
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